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研究成果の概要（和文）：地方にとって、ワーケーションへの期待で最も大きいのは、地域の社会課題に取り組
むことである。地域の社会課題を地域の行政や住民が「関わりしろ」として捉えることで、社会「課題」ではな
く「資源」として転換できる。長崎県五島市、鳥取県鳥取市などは、こうした転換を図るための有益な先行事例
として示された。一方で、解消されてしまう社会課題であるならば継続的なコミットにどのように結びつける
か、社会課題への深いコミットを求めてしまうと専門性が求められワーケーションの裾野が広がらないという課
題がある。今後は多様化するワーケーション実践者それぞれの滞在スタイルを尊重すること、デジタルノマドへ
の対応が求められる。

研究成果の概要（英文）：For rural areas, the greatest expectation for workcations is to address 
local social issues. By viewing local social issues as their own "responsibility to get involved," 
they can transform them into "resources" rather than social "issues. Goto City (Nagasaki Prefecture)
 and Tottori City (Tottori Prefecture) were shown as useful precedents for such a shift.
On the other hand, one of the issues is how to connect to continuous commitment if it is an issue 
that will be resolved, or if deep commitment to an issue is required, expertise is required, and so 
on, and the scope of workcation is not broadened. Furthermore, the challenge is not only to connect 
diversified workcation practitioners to immigrate to the region but also to respect their individual
 styles.

研究分野： 観光学、メディア論

キーワード： ワーケーション　デジタルノマド　ソーシャルイノベーション　地方創生　移住　ワークスタイル　リ
モートワーク
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的な意義は、観光学でこれまで視野に入ってこなかった働き方に関する経営学や学習論などの領域
とツーリズムの結びつきを指摘し、広がっていく方向性を示したことにある。また、比較的新しいトピックであ
るワーケーションについて、日本で展開されている事例を海外にいち早く示したことにも意義がある。
今後もデジタル田園都市国家構想など地域の活性化は重要な課題となっている。2023年以降、オフィスへの回
帰、インバウンドの回復基調を見せるなかで、海外において注目されるデジタルノマドも視野に入れることが重
要になってくる。本研究の社会的意義は、これらの動きに早く対応するための基本的視座を提供したことにあ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、仕事と休暇を融合させたワークスタイルであるワーケーションを研究対象とする。ワ

ーケーションは、テレワーク・リモートワークなどと同様に、ICT およびモバイルメディアの進

展にともなって発展した多様な働き方のひとつである。リゾート地などに 1 週間〜1 ヶ月単位で

滞在し、仕事をしつつ休暇としても過ごすワークスタイルであり、同時にツーリズムの一種とし

て捉えることができる。2015 年前後から欧米を中心に注目されるようになり、日本では働き方

改革の一環として、2017 年に JAL が導入したことで話題となった。また、2020 年からはコロ

ナ禍でのリモートワークの普及、落ち込んだ観光を活性化させるための GoTo トラベルを皮切り

にワーケーションの認知は一気に高まった。 

観光学においては、コンテンツツーリズムやガストロノミーツーリズム、ウェルネスツーリズム

などさまざまなツーリズムの形態について研究蓄積がされてきたものの、ワーケーションをツ

ーリズムとして捉えたものは多くは見られない。しかし、日本においても和歌山県をはじめ各地

方自治体でワーケーションを推進する動きが出始めており、その実態解明、モデル化などが待た

れる状況である。 

ワーケーションにおける地域、企業、ワーカーの相互関係は、下図のとおりである。地域におい

てワーケーションを誘致・受け入れるためには、(1)仕事を行うための施設・設備、(2)地方自治

体や NPO など推進主体、(3)観光資源が必要になる。とりわけ都市部に対置される地域において

は、ワーケーションを実施する企業、ワーカーの期待に対して、既存の観光資源の活用や新たな

観光資源の開拓・開発が課題となっている。この課題を解決するためには、ワーケーションで求

められる要素が従来のツーリズムと異なることを踏まえて検討する必要がある。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、ワーケーションにおける地域、企業、ワーカーの相互作用に着目し、特に

必要とされる観光資源について、それらはどのようなもので、どのように開拓・開発される

べきか、を観光学の視点から検討し、柔軟なワークスタイル、ツーリズムとして新たに普及

しつつあるワーケーションを有効に機能させるために必要な要素は何かを探ることにある。 

 

 

３．研究の方法 

本研究では(1)国内調査での実態解明による類型化・モデル化、(2)国際比較による検証、(3)アク

ターネットワーク論を参照した理論的枠組みの構築、を行った。(1)について、調査対象地とし

て、全国に先駆けて自治体が主導するワーケーションの実践地域である和歌山県白浜町（和歌山

県情報政策課）、そして阿寒湖などひがし北海道、鳥取県鳥取市・米子市、長崎県五島市などで

フィールドワークを行った。まずワーケーションが実践されるコワーキングスペース、観光行動

が行われる現場での参与観察と聞き取り調査などのフィールドワークを行い、加えて地域の観

光産業・観光政策関係者、企業にも聞き取り調査を実施し、ワーケーションの実態を明らかにす

ることで、地域・企業・ワーカーの相互作用の観点から類型化・モデル化した。(2)について、ワ

ーケーションの先行実践地域としてバリ島の関係者へのオンラインインタビュー、また 2023 年



にはポルトガル・マデイラ島でもフィールドワークを行い国際比較による、モデルの一般化を行

った。(3)について、ヒト・モノ・コトを含めたネットワークとして全体を捉えるアクターネット

ワーク理論やマルチスピーシーズ人類学を援用して理論的枠組みを構築し、フィールドワーク

によるデータ分析と合わせることで、ワーケーションにおける観光資源が果たす機能と、求めら

れる要素を明らかにした。 

 

 

４．研究成果 

本研究の成果について、2021 年度には単著『ワークスタイル・アフターコロナ』(イースト・プ

レス)、書籍のチャプターとして「Reconfiguring Workplaces in Urban and Rural Areas: A Case 

Study of Shibuya and Shirahama, Japan」「Workation and the Doubling of Time and Place」

「Workations and Their Impact on the Local Area in Japan」などにまとめることができた。

これらの成果を踏まえて、2022 年度には『ワーケーション企画入門』(学芸出版社)、「How the 

Japanese workcation embraces digital nomadic work style employees」 (World Leisure 

Journal 収録)など複数の書籍・論文にまとめられた。 

また WAJ(ワーケーション自治体 協議会)、鳥取県、五島市、ひがし北海道をはじめ各地域でワ

ーケーションについての報告・講演、また新聞・テレビなどのメディアにおいても研究成果を積

極的に展開し、広く社会に還元することができた。以上のように英語・日本語での発信、また企

業や地域でのワークショップや講演なども実施できたことで社会的インパクトも大きい研究に

なったと考える。 
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